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(57)【要約】
本発明は、インターフェイストリガ命令を取得し、そし
てインターフェイストリガ命令に応じて対応するネット
ワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索する
ステップと、ネットワークアプリケーション情報によっ
て対応するネットワークアプリケーションサーバを位置
決めして、そして連絡先情報によってネットワークアプ
リケーションサーバからネットワークアプリケーション
における連絡先のインターフェイス情報を取得するステ
ップと、インターフェイス情報を表示するステップとを
含むネットワークアプリケーション間の切り替え方法、
システム及び装置、コンピュータ記憶媒体を開示する。
本発明によれば、様々なネットワークアプリケーション
間の切り替え操作を簡略化して、ワンクリック切り替え
を実現することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークアプリケーション間の切り替え方法であって、
インターフェイストリガ命令を取得し、そして前記インターフェイストリガ命令に応じて
対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索するステップと、
検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送信し
、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワークアプリケーションにおける対
応する連絡先のインターフェイス情報を受信して、前記インターフェイス情報を表示する
ステップとを含むことを特徴とする、前記方法。
【請求項２】
　前記インターフェイストリガ命令を取得するステップが、具体的には、
ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付けて、そして対応するイ
ンターフェーストリガ命令をトリガして生成することであることを特徴とする
請求項１に記載のネットワークアプリケーション間の切り替え方法。
【請求項３】
　前記ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付けるステップが、
具体的には、
前記連絡先のアバターをクリックして、それを前記ネットワークアプリケーションのアイ
コンのカバーエリアにドラッグして解放すること、または、
前記連絡先のアバターをクリックするたびに、前記連絡先と複数の順次配列されるネット
ワークアプリケーションのうちの現在のネットワークアプリケーションの次のネットワー
クアプリケーションを関連付けること、または、
マウスまたはタッチオブジェクトを前記連絡先のアバターの上に移動し、フローティング
ウィンドウに複数のネットワークアプリケーションのアイコンが表示されるまで待ち、需
要に応じてネットワークアプリケーションのアイコンをクリックすることであることを特
徴とする
請求項２に記載のネットワークアプリケーション間の切り替え方法。
【請求項４】
　ネットワークアプリケーション間の切り替え方法であって、
クライアントから提供されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を取得し
、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワークアプリケーシ
ョンサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報によって前記ネットワークアプリケー
ションサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェイス情報
を取得するステップと、
取得された前記インターフェイス情報を前記クライアントに送信するステップとを含むこ
とを特徴とする、前記方法。
【請求項５】
　予めネットワークアプリケーション識別子とネットワークアプリケーションサーバ情報
のマッピング関係を設定して保存するステップをさらに含むことを特徴とする
請求項４に記載のネットワークアプリケーション間の切り替え方法。
【請求項６】
　前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワークアプリケーシ
ョンサーバを位置決めすることが、具体的には、
前記ネットワークアプリケーション識別子と前記マッピング関係によって、対応するネッ
トワークアプリケーションサーバ情報を確定し、そして前記確定されたネットワークアプ
リケーションサーバ情報によって対応するネットワークアプリケーションサーバを位置決
めすることであることを特徴とする
請求項５に記載のネットワークアプリケーション間の切り替え方法。
【請求項７】
　インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インターフェーストリガ命令に応じ
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て対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索することに用いられ
る検索モジュールと、
検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送信し
、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワークアプリケーションにおける対
応する連絡先のインターフェース情報を受信して、前記インターフェース情報を表示する
ことに用いられる情報処理モジュールと、を備えることを特徴とするクライアント。
【請求項８】
　前記検索モジュールが、ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連
付けて、対応するインターフェーストリガ命令をトリガして生成することにも用いられる
ことを特徴とする
請求項７に記載のクライアント。
【請求項９】
　クライアントから提供されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を取得
し、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワークアプリケー
ションサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報によって前記ネットワークアプリケ
ーションサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェース情
報を取得することに用いられる位置決めモジュールと、
取得された前記インターフェース情報を前記クライアントに送信することに用いられる情
報送信モジュールと、を備えることを特徴とするプロキシサーバ。
【請求項１０】
　前記位置決めモジュールが、予めネットワークアプリケーション識別子とネットワーク
アプリケーションサーバ情報のマッピング関係を設定して保存することにも用いられるこ
とを特徴とする
請求項９に記載のプロキシサーバ。
【請求項１１】
　前記位置決めモジュールが、前記ネットワークアプリケーション識別子と前記マッピン
グ関係によって、対応するネットワークアプリケーションサーバ情報を確定し、そして前
記確定されたネットワークアプリケーションサーバ情報によって対応するネットワークア
プリケーションサーバを位置決めすることにも用いられることを特徴とする
請求項１０に記載のプロキシサーバ。
【請求項１２】
　ネットワークアプリケーション間の切り替えシステムであって、クライアント、プロキ
シサーバとネットワークアプリケーションサーバを備え、
前記クライアントは、インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インターフェー
ストリガ命令に応じて対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索
し、検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送
信することに用いられ、
前記プロキシサーバは、前記クライアントから提供された前記ネットワークアプリケーシ
ョン識別子によって対応するネットワークアプリケーションサーバを位置決めして、そし
て前記クライアントから提供された連絡先情報によって前記ネットワークアプリケーショ
ンサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェース情報を取
得し、取得された前記インターフェース情報を前記クライアントに送信することに用いら
れ、
前記クライアントは、前記プロキシサーバから提供されたインターフェース情報を表示す
ることにも用いられ、
前記ネットワークアプリケーションサーバは、前記プロキシサーバへ前記インターフェー
ス情報を提供することに用いられることを特徴とする、前記ネットワークアプリケーショ
ン間の切り替えシステム。
【請求項１３】
　前記クライアントが、ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付
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けて、そしてバックグランドをトリガして対応するインターフェーストリガ命令を生成す
ることにも用いられることを特徴とする
請求項１２に記載のネットワークアプリケーション間の切り替えシステム。
【請求項１４】
　前記クライアントが、ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付
ける場合、
前記連絡先のアバターをクリックして、それを前記ネットワークアプリケーションのアイ
コンのカバーエリアにドラッグして解放すること、または、
前記連絡先のアバターをクリックするたびに、前記連絡先と複数の順次配列されるネット
ワークアプリケーションのうちの現在のネットワークアプリケーションの次のネットワー
クアプリケーションを関連付けること、または、
マウスまたはタッチオブジェクトを前記連絡先のアバターの上に移動して、フローティン
グウィンドウに複数のネットワークアプリケーションのアイコンが表示されるまで待ち、
需要に応じてネットワークアプリケーションのアイコンをクリックすることにも用いられ
ることを特徴とする
請求項１３に記載のネットワークアプリケーション間の切り替えシステム。
【請求項１５】
　前記プロキシサーバが、予めネットワークアプリケーション識別子とネットワークアプ
リケーションサーバ情報のマッピング関係を設定して保存することにも用いられることを
特徴とする
請求項１２に記載のネットワークアプリケーション間の切り替えシステム。
【請求項１６】
　前記プロキシサーバが、前記ネットワークアプリケーション識別子と前記マッピング関
係によって、対応するネットワークアプリケーションサーバ情報を確定し、そして前記確
定されたネットワークアプリケーションサーバ情報によって対応するネットワークアプリ
ケーションサーバを位置決めすることにも用いられることを特徴とする
請求項１５に記載のネットワークアプリケーション間の切り替えシステム。
【請求項１７】
　請求項１、２または３に記載の方法を実行するためのコンピュータ実行可能命令を記憶
しているコンピュータ記憶媒体。
【請求項１８】
　請求項４、５または６に記載の方法を実行するためのコンピュータ実行可能命令を記憶
しているコンピュータ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インターネット技術分野に関し、特にネットワークアプリケーション間の切
り替え方法及びシステムに関し、具体的には、デスクトップコンピュータ、ＰＤＡ、携帯
電話、タブレットＰＣなどの通信端末でのネットワークアプリケーション間の切り替え方
法、システム、装置、及びコンピュータ記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネット技術の急速な発展に伴い、ユーザのインターネットサービスに対する要
求はますます高くなり、したがって一連のネットワークアプリケーション、例えばインス
タントメッセンジャー（ＩＭ：Ｉｎｓｔａｎｔ　Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ）、ブログ、マイク
ロブログなどが開発されている。
　通常、ユーザは、同時に複数のネットワークアプリケーションを使用し、例えばユーザ
は、友人とＩＭツールを介してチャットするとともに、当該友人のブログ、マイクロブロ
グなどの他のネットワークアプリケーションを開くであろう。
【０００３】
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　上記の様々なネットワークアプリケーションが完全に独立し、融合しないため、ユーザ
は、同じプログラムまたはインターフェースに同時に２つ以上のネットワークアプリケー
ションを使用することができず、例えば、ユーザは、友人とＩＭツールを介してチャット
している時に、当該友人のブログまたはスペースに入りたい場合、ブラウザを起動して当
該友人のブログまたはスペースに対応するページに入る必要が生じる。ユーザは、ある友
人のスペース、ブログを読んでいる時に、当該友人とチャットしたい場合、ＩＭツールを
起動する必要がある。このような頻繁な操作によりユーザに使い勝手の悪い体験を与える
ことになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これを鑑みて、本発明の実施形態の主要な目的は、様々なネットワークアプリケーショ
ン間の切り替え操作を簡略化して、ワンクリック切り替えを実現することができる、ネッ
トワークアプリケーション間の切り替え方法、システム、装置、及びコンピュータ記憶媒
体、具体的にはデスクトップコンピュータ、ＰＤＡ、携帯電話、タブレットＰＣなどの通
信端末でのネットワークアプリケーション間の切り替え方法、システム及び装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記目的を実現するために、本発明の実施形態の技術的解決策は、以下のように実現さ
れる。
　本発明の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替え方法は、
インターフェイストリガ命令を取得し、そして前記インターフェイストリガ命令に応じて
対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索するステップと、
検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送信し
、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワークアプリケーションにおける対
応する連絡先のインターフェイス情報を受信して、前記インターフェイス情報を表示する
ステップとを含む。
【０００６】
　本発明の実施形態に係る別のネットワークアプリケーション間の切り替え方法は、
クライアントから提供されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を取得し
、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワークアプリケーシ
ョンサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報によって前記ネットワークアプリケー
ションサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェイス情報
を取得するステップと、
取得された前記インターフェイス情報を前記クライアントに送信するステップとをさらに
含む。
【０００７】
　本発明の実施形態に係るクライアントは、
インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インターフェーストリガ命令に応じて
対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索することに用いられる
検索モジュールと、
検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送信し
、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワークアプリケーションにおける対
応する連絡先のインターフェース情報を受信して、前記インターフェース情報を表示する
ことに用いられる情報処理モジュールと、を備える。
【０００８】
　本発明の実施形態に係るプロキシサーバは、
クライアントから提供されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を取得し
、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワークアプリケーシ
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ョンサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報によって前記ネットワークアプリケー
ションサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェース情報
を取得することに用いられる位置決めモジュールと、
取得された前記インターフェース情報を前記クライアントに送信することに用いられる情
報送信モジュールと、を備える。
【０００９】
　本発明の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替えシステムは、クラ
イアント、プロキシサーバとネットワークアプリケーションサーバを備え、ここで、
前記クライアントは、インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インターフェー
ストリガ命令に応じて対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索
し、検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送
信することに用いられ、
前記プロキシサーバは、前記クライアントから提供された前記ネットワークアプリケーシ
ョン識別子によって対応するネットワークアプリケーションサーバを位置決めして、そし
て前記クライアントから提供された連絡先情報によって前記ネットワークアプリケーショ
ンサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェース情報を取
得し、取得された前記インターフェース情報を前記クライアントに送信することに用いら
れ、
前記クライアントは、前記プロキシサーバから提供されたインターフェース情報を表示す
ることにも用いられ、
前記ネットワークアプリケーションサーバは、前記プロキシサーバへ前記インターフェー
ス情報を提供することに用いられる。
【００１０】
　本発明の実施形態に係るコンピュータ記憶媒体は、
インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インターフェーストリガ命令に応じて
対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索し、
検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送信し
、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワークアプリケーションにおける対
応する連絡先のインターフェース情報を受信し、前記インターフェース情報を表示すると
いう操作を、実行するためのコンピュータ実行可能命令を記憶している。
【００１１】
　本発明の実施形態に係るコンピュータ記憶媒体は、
クライアントから提供されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を取得し
、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワークアプリケーシ
ョンサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報によって前記ネットワークアプリケー
ションサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインターフェース情報
を取得し、
取得された前記インターフェース情報をクライアントに送信するという操作を、実行する
ためのコンピュータ実行可能命令を記憶している。
【００１２】
　本発明の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替え方法、システム、
及びコンピュータ記憶媒体において、クライアントは、様々なネットワークアプリケーシ
ョンを融合するため、ユーザの需要に応じて、ネットワークアプリケーション情報と連絡
先情報を複数回送信することができ、プロキシサーバは、クライアントから送信されたネ
ットワークアプリケーション情報と連絡先情報によって、ネットワークアプリケーション
における連絡先のインターフェース情報を取得し、そしてクライアントに返して表示させ
る。このようにして、ユーザが当該クライアントにおいてあるネットワークアプリケーシ
ョンを使用している時に、他のネットワークアプリケーションを起動する必要がある場合
、ユーザは、当該クライアントのインターフェースにクライアントをワンクリックでトリ
ガして対応するネットワークアプリケーション情報と連絡先情報を送信するだけで、クラ
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イアントにおいて対応するインターフェースを見ることができる。このようにして、様々
なネットワークアプリケーション間の切り替え操作を簡略化し、ユーザ体験を改善した。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替え方法のプロ
セスを示す模式図である。
【図２】本発明の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替えシステムの
構成を示す模式図である。
【図３】本発明の実施形態に係るクライアント側で実現されるネットワークアプリケーシ
ョン間の切り替えのプロセスを示す模式図である。
【図４】本発明の実施形態に係るプロキシサーバ側で実現されるネットワークアプリケー
ション間の切り替えのプロセスを示す模式図である。
【図５】本発明の実施形態に係るクライアントの構成を示す模式図である。
【図６】本発明の実施形態に係るプロキシサーバの構成を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替え方法は、図１に示
すように、以下のステップを含む。
　ステップ１０１において、インターフェーストリガ命令を取得し、インターフェースト
リガ命令に応じて対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索する
。
【００１５】
　本発明の実施形態に係るクライアントにおいて様々なネットワークアプリケーションが
融合されるため、クライアントにおいて少なくとも１つのネットワークアプリケーション
識別子が保存され、ネットワークアプリケーション識別子により対応するネットワークア
プリケーションサーバを位置決めすることができる。ネットワークアプリケーション識別
子は、ネットワークアプリケーションアイコン、リンクなどであってよいがこれらに限ら
れない。
　また、ユーザは、当該クライアントにおいて少なくとも１つの連絡先情報を保存しても
よく、好ましくは、連絡先情報が番号、名称などのような連絡先識別子である。
【００１６】
　これに基づいて、ユーザは、クライアントのインターフェースに、ワンクリックで、あ
る連絡先とあるネットワークアプリケーションを関連付けできる。これにより、クライア
ントをトリガして対応するインターフェーストリガ命令を生成し、当該命令が連絡先情報
を取得するのを示す命令と、ネットワークアプリケーション情報を取得するのを示す命令
とを含む。当該命令に応じて、クライアントは、対応するネットワークアプリケーション
情報と連絡先情報を直接検索することができる。
【００１７】
　ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付ける方式が複数であっ
て、例えば、タブレットＰＣアプリケーションにおいて、以下のように関連付けてもよい
。
【００１８】
　連絡先を、アバターの形式で、ネットワークアプリケーションを、アイコンの形式でク
ライアントの同じインターフェースに表示してもよい。ユーザがあるネットワークアプリ
ケーションにおけるある連絡先のインターフェースに入る必要がある場合、連絡先のアバ
ターをクリックして、該アバターを当該ネットワークアプリケーションのアイコンのカバ
ーエリアにドラッグして解放すればよく、解放するとともに、バックグラウンドにインタ
ーフェーストリガ命令を生成する。
【００１９】
　または、クライアントのインターフェースに全ての連絡先のアバターを表示してもよい
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。ユーザがある連絡先に対して関連操作を行う必要がある場合、マウスまたはタッチオブ
ジェクトを当該連絡先のアバターの上に移動し、フローティングウィンドウに複数のネッ
トワークアプリケーションのアイコンが表示されるまで待ち、需要に応じてネットワーク
アプリケーションのアイコンをクリックすればよく、クリックするとともに、バックグラ
ウンドにインターフェーストリガ命令を生成する。
【００２０】
　さらに、連絡先のアバターをクリックするたびに、連絡先と複数の順次配列されるネッ
トワークアプリケーションのうちの現在のネットワークアプリケーションの次のネットワ
ークアプリケーションを関連付けしてもよい。
【００２１】
　ワンクリック方式は、上記の３種類に限られることはなく、一回クリックするだけで連
絡先とネットワークアプリケーションを関連付けて、そしてバックグラウンドをトリガし
てインターフェーストリガ命令を生成するいずれかの方式は、本発明の実施形態に適用す
ると説明すべきである。
【００２２】
　ステップ１０２において、ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネッ
トワークアプリケーションサーバを位置決めして、そして連絡先情報によってネットワー
クアプリケーションサーバからネットワークアプリケーションにおける連絡先のインター
フェース情報を取得する。
【００２３】
　クライアントは、ネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバ
に送信し、プロキシサーバは、まずネットワークアプリケーション識別子によって対応す
るネットワークアプリケーションサーバを位置決めして、次に連絡先情報によって位置決
めされたネットワークアプリケーションサーバからネットワークアプリケーションにおけ
る当該連絡先のインターフェース情報を取得する。
【００２４】
　具体的に、ユーザより選択された連絡先は唯一であるが、関連付けられたネットワーク
アプリケーションに対応するネットワークアプリケーションサーバは、複数があるかもし
れず、例えば、スペース集合ログとフォトアルバムなどの機能により、ログサーバとフォ
トアルバムサーバなどを位置決めすることができる。具体的に、プロキシサーバに予めネ
ットワークアプリケーション識別子とネットワークアプリケーションサーバ情報（例えば
ネットワークアプリケーションサーバのＩＰアドレスなどであってよい）のマッピング関
係を設定して保存してもよい。これにより、プロキシサーバは、ネットワークアプリケー
ション識別子によって、まず対応するネットワークアプリケーションサーバ情報を確定し
、次にネットワークアプリケーションサーバ情報によって対応するネットワークアプリケ
ーションサーバに接続することができる。
【００２５】
　ステップ１０３において、取得されたインターフェース情報を表示する。
　上記の方法により、ユーザは、一回クリックするだけで、クライアントのインターフェ
ースにあるネットワークアプリケーションにおける所望の連絡先のインターフェースを見
ることができる。例えば、ユーザは、連絡先Ａとチャットしている時に、連絡先Ａのブロ
グを読みたい場合、ユーザは、チャットを終了することなく、直接連絡先Ａのアバターを
クリックし、インターフェースのブログアイコンにドラッグして解放すればよい（本発明
の実施形態に係るクライアントにおいて、複数のネットワークアプリケーションのインタ
ーフェースが許可される。）。その後の、インターフェーストリガ命令を生成したり、ネ
ットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索したり、ネットワークアプリケー
ションサーバを位置決めしたり、インターフェース情報を取得して返す一連の操作は、全
てバックグラウンドにおいて実行され、ユーザに対して透明なものである。
【００２６】
　上記のワンクリック切り替え方法を実現するために、本発明の実施形態に係るシステム
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は、図２に示すように、クライアント、プロキシサーバとネットワークアプリケーション
サーバを備え、その中、
クライアントは、インターフェーストリガ命令を取得し、そしてインターフェーストリガ
命令に応じて対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報を検索し、検索
されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報をプロキシサーバに送信するこ
とに用いられ、
プロキシサーバは、クライアントから提供されたネットワークアプリケーション識別子に
よって対応するネットワークアプリケーションサーバを位置決めして、そしてクライアン
トから提供された連絡先情報によってネットワークアプリケーションサーバからネットワ
ークアプリケーションにおける連絡先のインターフェース情報を取得し、取得された前記
インターフェース情報をクライアントに送信することに用いられ、
それに相応して、クライアントは、前記プロキシサーバから提供されたインターフェース
情報を表示することにも用いられ、
ネットワークアプリケーションサーバは、プロキシサーバへインターフェース情報を提供
することに用いられる。
【００２７】
　ここで、インターフェーストリガ命令を取得する場合、クライアントは、ワンクリック
で連絡先とネットワークアプリケーションを関連付けて、そしてバックグラウンドをトリ
ガして対応するインターフェーストリガ命令を生成する。本発明の実施形態に係るクライ
アントにおいて少なくとも１つの連絡先情報および少なくとも１つのネットワークアプリ
ケーション識別子が保存されている。
【００２８】
　好ましくは、前記クライアントは、ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーシ
ョンを関連付ける場合、
前記連絡先のアバターをクリックして、それを前記ネットワークアプリケーションのアイ
コンのカバーエリアにドラッグして解放すること、または、
前記連絡先のアバターをクリックするたびに、前記連絡先と複数の順次配列されるネット
ワークアプリケーションのうちの現在のネットワークアプリケーションの次のネットワー
クアプリケーションを関連付けること、または、
マウスまたはタッチオブジェクトを前記連絡先のアバターの上に移動して、フローティン
グウィンドウに複数のネットワークアプリケーションのアイコンが表示されるまで待ち、
需要に応じてネットワークアプリケーションのアイコンをクリックすることにも用いられ
る。
【００２９】
　好ましくは、前記プロキシサーバは、予めネットワークアプリケーション識別子とネッ
トワークアプリケーションサーバ情報のマッピング関係を設定して保存することにも用い
られる。
【００３０】
　好ましくは、前記プロキシサーバは、前記ネットワークアプリケーション識別子と前記
マッピング関係によって、対応するネットワークアプリケーションサーバ情報を確定し、
そして前記確定されたネットワークアプリケーションサーバ情報によって対応するネット
ワークアプリケーションサーバを位置決めすることにも用いられる。
【００３１】
　図１に示す実施形態に基づき、本発明の実施形態に係るクライアント側で実現されるネ
ットワークアプリケーション間の切り替えフローチャートは、図３に示すように、主に以
下のステップを含む。
【００３２】
　ステップ３０１において、インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インター
フェーストリガ命令に応じて対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報
を検索する。
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【００３３】
　前記インターフェーストリガ命令を取得するステップは、具体的には、
ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付けて、そして対応するイ
ンターフェーストリガ命令をトリガして生成することである。
【００３４】
　前記ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケーションを関連付けるステップは、
具体的には、
前記連絡先のアバターをクリックして、それを前記ネットワークアプリケーションのアイ
コンのカバーエリアにドラッグして解放すること、または、
前記連絡先のアバターをクリックするたびに、前記連絡先と複数の順次配列されるネット
ワークアプリケーションのうちの現在のネットワークアプリケーションの次のネットワー
クアプリケーションを関連付けること、または、
マウスまたはタッチオブジェクトを前記連絡先のアバターの上に移動し、フローティング
ウィンドウに複数のネットワークアプリケーションのアイコンが表示されるまで待ち、需
要に応じてネットワークアプリケーションのアイコンをクリックすることである。
【００３５】
　ステップ３０２において、検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情
報をプロキシサーバに送信し、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワーク
アプリケーションにおける対応する連絡先のインターフェース情報を受信して、前記イン
ターフェース情報を表示させる。
【００３６】
　図１に示す実施形態に基づき、本発明の実施形態に係るプロキシサーバ側で実現される
ネットワークアプリケーション間の切り替えフローチャートは、図４に示すように、主に
以下のステップを含む。
【００３７】
　ステップ４０１において、クライアントから提供されたネットワークアプリケーション
識別子と連絡先情報を取得し、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応す
るネットワークアプリケーションサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報によって
前記ネットワークアプリケーションサーバからネットワークアプリケーションにおける連
絡先のインターフェース情報を取得する。
【００３８】
　ステップ４０２において、取得されたインターフェース情報を前記クライアントに送信
する。
　当該方法は、さらに、プロキシサーバに予めネットワークアプリケーション識別子とネ
ットワークアプリケーションサーバ情報のマッピング関係を設定して保存するステップを
含む。
【００３９】
　それに相応して、前記ネットワークアプリケーション識別子によって対応するネットワ
ークアプリケーションサーバを位置決めするステップは、具体的には、
前記ネットワークアプリケーション識別子と前記マッピング関係によって、対応するネッ
トワークアプリケーションサーバ情報を確定し、そして前記確定されたネットワークアプ
リケーションサーバ情報によって対応するネットワークアプリケーションサーバを位置決
めすることである。
　図３に示す切り替えプロセスに対応して、本発明の実施形態に係るクライアントは、図
５に示すように、検索モジュールと情報処理モジュールを備える。
ここで、検索モジュールは、インターフェーストリガ命令を取得し、そして前記インター
フェーストリガ命令に応じて対応するネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報
を検索することに用いられる。
【００４０】
　情報処理モジュールは、検索されたネットワークアプリケーション識別子と連絡先情報
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をプロキシサーバに送信し、そして前記プロキシサーバから提供された、ネットワークア
プリケーションにおける対応する連絡先のインターフェース情報を受信して、前記インタ
ーフェース情報を表示することに用いられる。
【００４１】
　好ましくは、前記検索モジュールは、ワンクリックで連絡先とネットワークアプリケー
ションを関連付けて、対応するインターフェーストリガ命令をトリガして生成することに
も用いられる。
【００４２】
　図４に示す切り替えプロセスに対応して、本発明の実施形態に係るプロキシサーバは、
図６に示すように、位置決めモジュールと情報送信モジュールを備える。
【００４３】
　ここで、位置決めモジュールは、クライアントから提供されたネットワークアプリケー
ション識別子と連絡先情報を取得し、前記ネットワークアプリケーション識別子によって
対応するネットワークアプリケーションサーバを位置決めして、そして前記連絡先情報に
よって前記ネットワークアプリケーションサーバからネットワークアプリケーションにお
ける連絡先のインターフェース情報を取得することに用いられる。
【００４４】
　情報送信モジュールは、取得された前記インターフェース情報を前記インターフェース
に送信する。
　好ましくは、前記位置決めモジュールは、予めネットワークアプリケーション識別子と
ネットワークアプリケーションサーバ情報のマッピング関係を設定して保存することにも
用いられる。
【００４５】
　好ましくは、前記位置決めモジュールは、前記ネットワークアプリケーション識別子と
前記マッピング関係によって、対応するネットワークアプリケーションサーバ情報を確定
し、そして前記確定されたネットワークアプリケーションサーバ情報によって対応するネ
ットワークアプリケーションサーバを位置決めすることにも用いられる。
【００４６】
　実際の応用において、スペース、ブログのような統合ネットワークアプリケーションが
ログ、フォトアルバム、動的情報などの個別ネットワークアプリケーションを集合するた
め、統合ネットワークアプリケーションの識別子によって複数の個別ネットワークアプリ
ケーションサーバをマッピングすることができる。このために、本発明の実施形態に係る
プロキシサーバは、予めネットワークアプリケーション識別子とネットワークアプリケー
ションサーバ情報のマッピング関係を設定して保存することにも用いられる。これに基づ
いて、プロキシサーバは、ネットワークアプリケーション識別子とマッピング関係によっ
て、対応するネットワークアプリケーションサーバ情報を確定し、そして確定されたネッ
トワークアプリケーションサーバ情報によって対応するネットワークアプリケーションサ
ーバを位置決めする。
【００４７】
　本発明の実施形態において前記集積されたモジュールは、ソフトウェアモジュールの形
態で実現されて独立する製品として販売または使用される場合、１つのコンピュータ可読
記憶媒体に記憶されてもよい。このような理解に基づき、本発明の実施形態の技術的解決
策は、本質的または従来技術に貢献する部分がソフトウェア製品の形態で体現されてもよ
い。当該コンピュータソフトウェア製品が記憶媒体に記憶され、１つのコンピュータ装置
（パーソナルコンピュータ、サーバ、またはネットワーク装置などであってよい）が本発
明の各実施形態に係る前記方法の全てまたは一部を実行するように若干の命令を含む。前
記記憶媒体は、ＵＳＢフラッシュメモリー、モバイルハードディスク、読出し専用メモリ
（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ディスクまたはＣＤ－ＲＯＭなどの様々な
、プログラムコードを格納できる媒体を含む。このように、本発明の実施形態は、いずれ
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かの特定のハードウェアとソフトウェアの組み合わせに制限されるものではない。
【００４８】
　それに相応して、本発明の実施形態に係るコンピュータ記憶媒体は、図３に示す本発明
の実施形態に係るネットワークアプリケーション間の切り替え方法を実行するためのコン
ピュータプログラムを記憶している。
　本発明の実施形態に係るコンピュータ記憶媒体は、図４に示す本発明の実施形態に係る
ネットワークアプリケーション間の切り替え方法を実行するためのコンピュータプログラ
ムを記憶している。
　以上は、本発明の最適的な実施例に過ぎず、本発明の保護範囲を限定することに用いら
れるものではない。

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】
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